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環 境 政 策 課
（迫間一雄）

☎� 1060

環境保全係（平 田 利 夫）　		一般廃棄物、浄化槽、畜犬登録、リサイクルプラザ、伊佐北姶
　　　　　　　　　　　　　　良火葬場管理組合に関することなど。
管 理 係（寶 川 広 爲）　				汚泥再生処理センター施設整備事業に関すること。
工 務 係（牧 山 光 徳）　		し尿処理に係る水質検査や公害対策など。

議 会 係（前 田 千 弘）　			議会、委員会及び議会開催の事務、記録、	
　　　　　　　　　　　　　　議員の福利厚生など。○内				1322　　

市 議 会 議 会 事 務 局
（鈴木省三）

○内				1321

事 務 局 係（上 井 　 求）　			選挙に関する事務、選挙の執行、管理など。
　　　　　　　　　　　　　　	○内				1171

選挙管理委員会 事 務 局
（宮原孝文）（兼）
　　					○内					1151

事 務 局 係（古 庵 俊 裕）　			人事行政の調査管理、勤務条件の措置要求
　　																																（併）　			の審査など。○内				1311

公 平 委 員 会 事 務 局
（森田和明）（併）
												○内			1311

事 務 局 係（古 庵 俊 裕）　		行政事務執行及び事業管理の監査など。
　　　　　　　　　　　　　　	○内				1311

監 査 委 員 会 事 務 局
（森田和明）

○内				1311

福 祉 事 務 所
（中馬節郎）

○内				1261

障がい者支援係（丸田美穂子）　					障がい者福祉、障害者自立支援法、その他障がい者支援に関す
　　　　　　　　　　　　　　ることなど。○内						1265
子育て支援係（満 田 智 子）　				母子福祉、保育所、児童手当、児童相談、乳幼児医療、その他
　　　　　　　　　　　　　　子育て支援に関することなど。○内				1262
社会支援係（西別府明春）　					福祉に関する総合的企画、戦没者遺族援護、災害援助、民生委
　　　　　　　　　　　　　　	員に関することなど。○内　1267
生活支援係（中 村 政 仁）　		生活保護に関することなど。○内				1269

会 計 課
（川平一仁）

○内				1281

管 理 係（村 上 義 信）　		市会計、出納事務、歳入歳出整理事務など。○内				1282
　　　　　　　											公用車の配車、車両の整備点検・管理に関することなど。

　　　　　　　　　　　　　　	○内				1285

水 道 課
（久保田省二）

○内				1291

管 理 係（万 膳 正 見）　		水道料金などの水道業務事務。○内				1292
工 務 係（永 友 利 美）　		水道施設管理などの工務事務。○内				1294

行 政 組 織 と 主 な 業 務
大口庁舎

庁舎外

◎大口ふれあいセンター内
　社会教育課、大口図書館
◎伊佐市文化会館内
　文化スポーツ課
◎菱刈ふるさといきがいセンター内
　菱刈図書館
◎伊佐市伊佐衛生センター内
　環境政策課

伊佐湧水消防組合　　　　　（入 　 田 孝）　　				　☎� 0119			　　　　　							伊佐市、湧水町圏内消防事業。

伊佐北姶良環境管理組合　（宇都宮安照）　　				　☎� 1500　　																							一般廃棄物の処理に関すること。

伊佐北姶良火葬場管理組合　（迫 間 一 雄）（併）　						☎� 2356　												　											火葬場の運営に関すること。

幼 稚 園
☎� 0185

本城幼稚園　　　　　　		　			本城幼稚園の運営全般に関すること。

教 育 委 員 会 社 会 教 育 課
（蓮池洋久）

○内				308

庶務管理係（上 原 三 男）　			大口ふれあいセンターの維持管理、その他																									
　　　　　　　　　　　　　　社会教育施設に関することなど。○内				304
社会教育係（山 口 久 行）　						生涯学習推進、社会教育団体との連絡及び
　　　　　　　　　　　　　　指導、文化財に関することなど。○内				300

文化スポーツ課
（田中義行）

☎� 6320

文化スポーツ係（大 川 浩 幸）　				芸術文化の振興、各種文化・スポーツ行事
　　　　　　　　　　　　　　の開催、社会体育の指導に関することなど。
社会教育施設管理係（塩 田 達 郎）　					社会体育施設、文化会館の管理運営に関す
　　　　　　　　　　　　　　ることなど。

大口図書館係（高 松 淳 二）　				読書の推進、図書館運営、巡回図書に関す
　　　　　　　　　　　　　　ることなど。○内				330
菱刈図書館係		（高 松 淳 二）　			読書の推進、図書館運営に関することなど。
																																　		（兼）　			☎� 3000

市 立 図 書 館
（蓮池洋久）（兼）
								　	○内				330

管 理 係（児 玉 正 成）　		物資の購入、施設・設備及び労務管理、経
　　　　　　　　　　　　　　理に関することなど。☎� 1223
調 理 係（三日市順子）　		給食調理、輸送に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　☎� 1233

学校給食センター
（永吉克己）

☎� 1223
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伊佐市役所㈹　
☎㉓１３１１　※○内　　は内線番号

行 政 組 織 と

主 な 業 務

伊 佐 市 の

地 域 振 興 課
（有満幸治）

○内　　1251

振興開発係（山 元 國 枝）								地域公共交通、開発調整、広域行政連携、土地利用対策に関す
　　　　　　　　　　　　　　ることなど。○内				1257
企業立地雇用促進係（丸 目 良 平）　		企業立地、起業支援及び雇用促進に関することなど。○内　　1258
商工観光係（筌 場 成 行）　						商工業、商工会その他諸団体、消費者行政に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　観光事業の企画、宣伝、イベント、	公園及び緑地の維持管理、
　　　　　　　　　　　　　　十曽青少年旅行村及びパークゴルフ場、ひしかり交流館等の管
　　　　　　　　　　　　　　理運営に関することなど。○内				1252
定住促進係（永 里 浩 信）　		定住促進に関することなど。○内				1255

長 寿 支 援 課
（吉加江光洋）

○内　　1221

高齢者対策係（緒 方 英 明）　				高齢者の福祉サービス、高齢者福祉施設の維持管理に関するこ
　　　　　　　　　　　　　　となど。○内　　1224
地域包括支援係（大川内幸弘）　				大口地域包括支援センター、介護予防事業に関することなど。
　　　　　　　　　　								　　　　○内				1222
介護保険係（深渡瀬恵美子）　				介護保険全般に関すること。○内				1226

健 康 増 進 課
（下池　隆）

○内　　1211

健康推進係（永 吉 陸 美）　		成人健診、特定健診、長寿健診、人間ドック、各種がん検診、
　　　　　　　　　　　　　　母子健診、予防接種、献血に関する		ことなど。○内　　1216
保健指導係（吉 田 克 彦）　			特定健診、母子健診などの保健指導・健康教育・健康相談に関
　　　　　　　　　　　　　　することなど。○内　　1212

税 務 課
（吉永重行）

○内　　1181

市 民 税 係（森 田 英 樹）　			市税、国民健康保険税及び介護・後期高齢者医療保険料の賦課
　　　　　　　　　　　　　　など。○内　　1186
固定資産税係（児 玉 勝 志）　		固定資産税の課税事務、地籍調査の成果に関することなど。
																																																			○内　　1182
収納管理係（上 　 信 行）　			市税、介護・後期高齢者医療保険料の徴収事務、納税の啓発な
　　　　　　　　　　　　　　ど。○内　　1190
滞納整理係（柿 木 一 郎）　		市税等の滞納処分に関すること。○内　　1202

市 民 課
（宮原孝文）

○内　　1151

市 民 係（前 田 和 美）　				住民票・戸籍・印鑑証明・外国人登録・人口調査・国民年金・
　　　　　　　　　　　　　　パスポートに関することなど。○内　　1152
人権啓発係（橋 本 欣 也）　		人権関係啓発、地域改善事業に関することなど。○内　　1153
健康保険係（堀之内博行）　				国民健康保険及び後期高齢者医療制度の加入喪失・高額療養費
　　　　　　　　　　　　　　に関することなど。○内　　1159
選 挙 係（上 井 　 求）　				選挙に関する事務、選挙の執行、管理など。○内　　1171

企 画 調 整 課
（野村治男）

○内　　1121

秘 書 係（田之上和美）　			秘書及び渉外に関すること。○内				1302　
政策推進係（有 薗 良 介）　			市の総合的施策の企画及び総合調整、統計調査に関することな																												
　　　　　　　　　　　　　　ど	。○内				1122
行政改革推進係（西 　 直 樹）　		市の行財政改革推進、行政評価に関することなど。○内　　1124
共生協働推進係（前 田 健 二）						自治会との連絡調整、校区コミュニティ活動に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内　　1126
　　　　　　　　　　　　　　男女共同参画社会の実現のための施策など。○内　　1128
情報管理係（倉 田 博 樹）　				電子計算組織の維持管理運営、行政・地域情報化の推進に関す
　　　　　　　　　　　　　　ることなど。○内　　1129

総 務 課
（坂元福満）

○内　　1111

行 政 係（赤 木 哲 朗）　					議案の調製、条例規則等の制定・改廃、庁舎間の連絡調整に関
　　　　　　　　　　　　　　することなど。○内　　1114
広 報 係（田 中 健 一）　			広報いさ、自治会文書発送、国際交流に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内　　1116
職 員 係（大 塚 慎 一）　		職員の福利厚生、衛生管理、職員研修など。○内　　1112
交通消防防災係（重 久 元 彦）　		交通安全対策、防災及び災害対策、消防に関すること、自衛官
　　　　　　　　　　　　　　募集など。				○内　　1118

財 政 係（冨 満 庸 彦）　				予算の編成、財政事情の公表など。○内　　1142
管 財 係（野 下 義 行）　				市有財産の管理運営に関することなど。○内　　1145

財 政 課
（寺師良一）

○内　　1141

大口庁舎
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事 務 局
（永山　誠）

○内				2100

農 地 係（多 賀 龍 一）　				農地売買、転用、農地関係統計に関するこ
　　　　　　　　　　　　　　となど。○内				2102
振 興 係（中 村 英 次）　			農業委員会開催、農地流動化関連事業等に
　　　　　　　　　　　　　　関することなど。○内				2101

農 業 委 員 会

長寿支援課分室 高齢者支援係（福 岡 美 子）　			菱刈地域包括支援センター、介護予防事業、介護保険に関する
　　　　　　　　　　　　　　ことなど。○内				2173

地 域 総 務 課
（大田順子）

○内　	2170

総務振興係（永 吉 孝 一）　				文書の収受、菱刈庁舎の営繕警備、職員の服務、会計事務、農
　　　　　　　　　　　　　　村情報連絡施設の管理運営、市営浴場の運営に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内　	2160
税務福祉係（長 野 政 光）　			障がい者福祉、高齢者福祉、子育て支援等の受付事務、市税の
　　　　　　　　　　　　　　収納及び諸証明に関することなど。○内				2121
市民窓口係（清 水 房 子）　			戸籍、印鑑及び住民基本台帳、国民年金、国民健康保険及び
　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療制度に関することなど。○内				2120

農 政 課
（瀬之口浩）

○内				2240

農 政 係（池ノ上雅典）　				米・野菜などの振興、農業計画の策定、水田利用推進、戸別所
　　　　　　　　　　　　　　得補償等に関することなど。○内				2246
振 興 係（大 森 康 雄）　				村づくり整備事業、農村活性化推進、中山間地域直接支払制度、
　　　　　　　　　　　　　　担い手育成総合支援に関することなど。○内				2243
畜 産 係（岡 　 信 吾）　				畜産振興全般、家畜予防衛生、広域堆肥センターに関すること								
　　　　　　　　　　　　　　など。○内				2241
耕 地 係（飯 田 昭 彦）　							農業施設（農道、用排水路）、耕地災害復旧、農業農村整備事業		
　　　　　　　　　　　　　　		の総合的計画及び実施に関することなど。○内				2251
伊佐ブランド推進係（久 松 淳 一）　							特産品振興、開発及び農畜産物処理加工施設の管理運営に関す
　　　　　　　　　　　　　　ることなど。○内				2248

管理登記係（元山淳一朗）　				市道、農道、林道の用地調査、登記事務に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内				2131	
林 政 係（田 島 伸 一）　			森林法、林業関係諸団体、林務行政全般に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内				2132		
鳥 獣対策係（清 水 剛 吏）　				林野鳥獣保護と狩猟、鳥獣処理施設に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内				2133													　　　　　　　　　　　　　

林 務 課
（前原武俊）

○内				2130

建 設 課
（兵底　透）

○内				2221

管 理 係（船 方 　 修）　				都市計画の総合企画、屋外広告物申請事務、入札及び工事請負
　　　　　　　　　　　　　　契約、各種協議会の総合調整、市道・準用河川・法定外公共物
　　　　　　　　　　　　　　の維持管理、市道・準用河川の認定・廃止、内水対策に関する
　　　　　　　　　　　　　　ことなど。○内				2225
土 木 係（井 上 　 修）	　			土木事業に関する総合計画、土木工事、土木災害復旧事業に関
　　　　　　　　　　　　　　することなど。○内				2223
建 築 係（南 薗 泰 夫）　					市有建築物の新築・改修工事等、建築確認、住宅整備促進補助
　　　　　　　　　　　　　　金制度及び一般建築に関する指導・監督に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内　　2229
住 宅 係（池島友二郎）　				市営住宅維持管理、がけ地住宅移転及び住宅新築資金等の償還
　　　　　　　　　　　　　　に関することなど。○内				2227
下 水 道 係（是 枝 秀 樹）　				農業集落排水事業の維持管理、使用料の収納に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内				2232

会 計 課 分 室 出 納 係（永 吉 孝 一）						現金の出納及び保管、会計事務に関することなど。○内				2160
　　　　　　　　　　		（兼）

総 務 課
（山下和弘）

○内				2261

教 育 委 員 会 総 務 係（大 山 勝 德）　			教育委員会規則等の制定及び改廃、政策立
　　　　　　　　　　　　　　案及び総合調整に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内					2262
施設管理係（末 吉 年 信）　			学校その他の教育機関の施設、設備の整備	
　　　　　　　　　　		　　　					及び営繕に関することなど。○内				2264

学 校 教 育 課
（濵　賴光）

○内				2200

学 事 係（町田まり子）					幼稚園、学校の運営管理、教育調査及び統		
　　　　　　　　　　　　　　計、		教職員の手当等に関することなど。
　　　　　　　　　　　　　　○内				2201　
指 導 係（大田恭一郎）　		幼稚園教育・学校教育及び学校経営の指導
　																																															事務、教職員の研修、学校保健会に関する
　　　　　　　　　　　　　　ことなど。○内				2202　 　 　 　

行 政 組 織 と 主 な 業 務

菱刈庁舎
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歳入 歳出

平成24年度

一般会計予算

　平成 24 年度当初予算が、３月の伊佐市議会定例会で決まりました。一般会計予算は、１４７億２，０００万円で、前年
度当初予算合算額と比べると、約２億円、率にして約 1.4％の増となりました。

問い合わせ先　市財政課財政係　　　				☎�１３１１○内　　１１４２・１１４３

主な事業
★東日本大震災の被災地南三陸町へ職員を派遣します。　　　　５百万円
★優良雌牛の購入を支援します。							　　　　　　　	　　	　　				２千万円
★新規就農者を支援します。　　　　　　　　	　　　　　　			　９百万円
★木造住宅の整備により商工業の活性化を図ります。　　　　　６千万円
★公共土木工事により雇用の確保を図ります。	　　		　　　	４億８千万円

摘　　要 平成 24年度 平成 23 年度

 親からの援助
（交付税、国・県支出金など） 134,000 円 139,000 円

 給料（市税、諸収入など） 57,000 円 54,000 円
 借入金（市債） 17,000 円 15,000 円

合　　計 208,000 円 208,000 円

摘　　要 平成 24年度 平成 23 年度

 食費（人件費） 38,000 円 40,000 円
 家族の医療費（扶助費） 46,000 円 47,000 円
 ローンの返済（公債費） 25,000 円 27,000 円
 家、車、電化製品の修理 ･買換え
（建設、維持補修費） 26,000 円 21,000 円

 光熱費、通信費など（ 物件費） 19,000 円 20,000 円
 一人暮らしの子どもへの仕送り
（補助費、繰出金） 49,000 円 48,000 円

 貯金など（積立金、予備費） 5,000 円 5,000 円
合　　計 208,000 円 208,000 円

○　食費、家族の医療費、ローンの返済は「義務的経費」と
　呼ばれ、多いほど余裕がないことになります。（平成 22 年
　度の支出額は、県内 19 市のうち５番目の少なさでした。）
○　一人暮らしの子どもへの仕送りは、一部事務組合（未来
　館など）への「負担金」、各種団体への「補助金」などです。
　　生活費の見直しをするなど、効率的な運営が望まれます。
○　ローンの返済は月収の12％ですが、借入金を８％に抑え、
　財政健全化への取り組みを進めています。（平成 22 年度末
　市債残高は、県内 19 市のうち７番目の少なさでした。）

一般会計予算を所得 250 万円
の家庭に置き換えて説明します。

「いい世の中にする予算！」

１４７億２，０００万円

歳 入
１４７億
２千万円

１４７億
２千万円

歳 出
義務的経費
52.1％

投資的経費
11.7％

その他の
経費
36.2％

市税
20.5％

諸収入など
6.7％

地方
交付税
42.1％

国庫支出金
10.8％

依存財源 72.8％

自主財源
27.2％

県支出金
8.2％

市債
8.4％

地方譲与税
など  3.3％

土木費 5.0％

消防費 4.2％
その他
4.6％

民生費
33.4％

公債費
11.8％

総務費
13.7％

衛生費
11.4％

教育費
8.1％

農林水産業費
7.8％

平成 23 年度

139,000 円

54,000 円
15,000 円
208,000 円

平成 23 年度

40,000 円
47,000 円
27,000 円

21,000 円

20,000 円

48,000 円

5,000 円
208,000 円

○　親からの援助は、国から交付される「地方
　交付税」、「国庫支出金・県支出金」などです。
○　給料は、市民の皆さんが納めた「市税」な
　どです。
○　借入金は、「市債」です。ローンを組むの
　と似ています。一括払いだと一度に多額の資
　金が必要ですが、分割払いにすることで調達
　しやすくなり、また、どの世代の人も公平に
　負担することになります。
　　歳入の多くを国・県からのお金で賄ってお
　り、合併をしてもなお厳しい財政事情が続い
　ています。より一層の行政改革を進めていき
　ます。
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申込期限　定員になり次第締め切ります。※後期高齢者医療保険加入者は全病院の全コース内で先着 10 人
申込方法　問い合わせ先に直接または電話で申し込みください。	
申込・問い合わせ先　市健康増進課健康推進係（大口庁舎）　	　	　　　　☎�１３１１○内　　１２１６・１２１７

脳ドック 医療機関、日程及び助成人数

　一般診察、循環器検査、頭部MRI 検査、頭部MRA検査、肝機能検査、血清脂質検査、
糖尿病検査、一般血液検査

脳ドック受診内容

大口温泉リハビリテーション病院
月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数

６月		７日（		木） ２ 		７月 19 日（		木）	 ２ 					９月 13 日（		木）２ 	11 月		１日（		木）２ 				12 月 20 日（		木）２ 		２月 14 日（		木）２
６月 14 日（		木） ２ 		８月		２日（		木）２ 					９月 20 日（		木）２ 	11 月		８日（		木）２ 		１月 10 日（		木）２ 		２月 21 日（		木）２
６月 21 日（		木） ２ 		８月		９日（		木）２ 	10 月		４日（		木）２ 				11 月 15 日（		木）２ 		１月 17 日（		木）２ 		３月		７日（		木）２
７月		５日（		木） ２ 		８月 23 日（		木）２ 				10 月 11 日（		木）２ 	12 月		６日（		木）２ 		１月 24 日（		木）２ 		３月 14 日（		木）２
７月 12 日（		木） ２ 		９月		６日（		木）２ 				10 月 18 日（		木）２ 				12 月 13 日（		木）２ 		２月		７日（		木）２ 		３月 15 日（		金）２

合計 60 人のうち、一般コース 15 人・女性コース 10 人

　一般診察、検尿、血圧測定、末梢血一般、血液型検査、肝機能検査、血糖検査、
梅毒血清反応、心電図、胃間接（直接）検査、胸部 X線検査 ( 直接 )、眼底検査、
腹囲等　※乳がん・子宮がん検診（※は、女性コースに限ります。）

１日人間ドック 医療機関、日程及び助成人数

※木曜日に胃透視は
				できません。

１日人間ドック受診内容

ＪＡ厚生連健康管理センター 人吉総合病院
一般コース 女性コース

月 日 月 日 月 日
月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数

			６月 15 日（		金） 10 12 月 13 日（		木） 10 	７月		９日（		月）15 			６月 	１・４・５ 11 月 	14・15・16 	３月 	５・６・７
			７月		９日（		月） 15 		１月 23 日（		水） ５ 	９月		７日（		金）10 			７月 	11・12・13 12 月 	４・５・６
			９月		７日（		金） 10 		２月 20 日（		水） 10 11 月		５日（		月）	 10 			９月 	24・25・26 	１月 	23・24・25
11 月		５日（		月）10 				１月	23 日（		水）15 	10月 	２・３・４ 	２月 	12・13・14

合計 70 人のうち 28 人 合計 50 人のうち 12 人 各日２人で、一般コース 15 人・女性コース 10 人

県立北薩病院 水俣市立総合医療センター
月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数

６月 22 日（		金） １ 							９月 20 日（		木） 1 12 月 21 日（		金）１ ６月		４日（		月） ２ 			６月 21 日（		木）１ 			８月 14 日（		火） 1
６月 28 日（		木） 1 				10 月 12 日（		金）	 1 	１月 11 日（		金）１ ６月		５日（		火） ２ 	７月		３日（		火） 1 			８月 22 日（		水） 1
７月 19 日（		木） 1 		10 月 19 日（		金） 1 	１月 17 日（		木）１ ６月		６日（		水） ２ 	７月		４日（		水）２ 			８月 29 日（		水）１
７月 26 日（		木） 1 	10 月 26 日（		金） 1 	１月 24 日（		木）１ ６月		７日（		木） １ 	７月		９日（		月）２ 		

８月		９日（		木） 1 	11 月		１日（		木）１ 	１月 25 日（		金）１ ６月 13 日（		水） ２ 	７月 11 日（		水）２
８月 23 日（		木） 1 	11 月		９日（		金）２ 	２月		８日（		金）１ ６月 18 日（		月） １ 	７月 17 日（		火）			 １
９月		６日（		木） 1 	12 月		７日（		金）１ 	２月 22 日（		金）１ ６月 19 日（		火） １ 	７月 18 日（		水） 1
９月 13 日（		木） 1 	12 月 14 日（		金）１ 	２月 28 日（		木）１ ６月 20 日（		水） １ 	８月		６日（		月） 1

合計 25 人 合計 26 人のうち 25 人

県立北薩病院 水俣市立総合医療センター
月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数 月  日 人数

６月 20 日（		水） １ 10 月		３日（		水）	 1 12 月		５日（		水）１ ５月 31 日（		火）
（６月	２日（		木）） 2

６月 14 日（		火）
（６月 16 日（		木））２

６月 28 日（		火）
（６月 30 日（		木））２６月 27 日（		水） 1 10 月 10 日（		水） 1 12 月 19 日（		水）１

７月 25 日（		水） 1 10 月 24 日（		水） 1 	１月		９日（		水）１ ６月		７日（		火）
（６月	９日（		木）） 2

６月 21 日（		火）
（６月 23 日（		木））２

※検査日と（診察日）
			で２日かかります。８月		８日（		水） 1 11 月 21 日（		水） 1 	２月 20 日（		水）１

９月		５日（		水） １ 11 月 28 日（		水） １ 	２月 27 日（		水）１
合計 15 人 上記合計 15 人まで

人吉総合病院 大口温泉リハビリテーション病院
１日人間ドックと同じ日程　※検査日と診察日で２日かかります。 １日人間ドックと同じ日程

各日２人で、合計 15 人 各日２人で、合計 15 人

水俣市立総合医療センター
月  日

６月	５日（		火）
（６月	７日（		木））

６月 19 日（		火）
（６月 21 日（		木））

７月	３日（		火）
（６月	５日（		木））

７月 17 日（		火）
（７月 19 日（		木））

６月 12 日（		火）
（６月 14 日（		木））

６月 26 日（		火）
（６月 28 日（		木））

７月 10 日（		火）
（７月 12 日（		木））

７月 24 日（		火）
（７月 26 日（		木））

※検査日と（診察日）で２日かかります。

各日２人で、合計 16 人のうち 15 人
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対 象 者　①市に居住し、国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入している人	
　　　　　②平成 23 年度分までの国民健康保険税（後期高齢者医療保険料）を完納している世帯（人）
　　　　　③ 30 歳以上の人（受診予定日の年齢）
　　　　　④検査結果を病院から保険者（市）に報告することについて、同意のいただける人
※同一年度内に、国民健康保険、後期高齢者医療保険のいずれかでの助成となります。

　国民健康保険及び後期高齢者医療保険加入者を対象に 1日人間ドック・PETがんドック・脳ドックにかか
る費用の一部を助成します。希望者は、次の日程により申し込みください。（1 日人間ドック・PET がんドック・
脳ドックは、特定健診の検査項目を含んでいます。）

人間ドック等助成制度のご案内

区  分
県立北薩病院 水俣市立総合医療ｾﾝﾀｰ JA 厚生連 人吉総合病院

一般ｺｰｽ 脳ｺｰｽ 一般ｺｰｽ 脳ｺｰｽ 一般ｺｰｽ 女性ｺｰｽ 一般ｺｰｽ 女性ｺｰｽ 脳ｺｰｽ
受診料 			38,840 			32,330 			36,750 			41,000 			44,080 			49,850 			39,000 			47,000 			37,000
市助成 			25,800 			21,500 			24,500 			27,300 			29,300 			33,200 			26,000 			31,300 			24,600

自己負担 			13,040 			10,830 			12,250 			13,700 			14,780 			16,650 			13,000 			15,700 			12,400

区  分
大口温泉リハビリテーション病院 厚地記念ｸﾘﾆｯｸ 南風病院

一般ｺｰｽ 女性ｺｰｽ 脳ｺｰｽ PET PET/CT PET/CT 総合
受診料 			44,129 			46,229 			38,850 				100,000 				120,000 				115,000 				148,000
市助成 			29,400 			30,800 			25,900 				50,000 				50,000 				50,000 				50,000

自己負担 			14,729 			15,429 			12,950 				50,000 				70,000 				65,000 				98,000

受診料金 （予定） （単価：円）

※ JA厚生連は、胃カメラの場合+3,000 円となります。

※診療報酬改定で変更になる場合もあります。

厚地記念クリニック PET 画像診断センター（日程）
月  日 時  間

		６月		５日（		火） 		７月		７日（		土） 		８月 22 日（		水） 	10 月		２日（		火） 				11 月 14 日（		水） 		１月 23 日（		水）

10	:	20 ～

		６月		７日（		木） 		７月 18 日（		水） 		８月 24 日（		金） 	10 月		４日（		木） 				11 月 16 日（		金） 		２月 15 日（		金）
		６月		９日（		土） 		７月 20 日（		金） 		９月		４日（		火） 	10 月		６日（		土） 				11 月 20 日（		火） 		２月 19 日（		火）
		６月 18 日（		月） 		７月 23 日（		月） 		９月		６日（		木） 				10 月 15 日（		月） 				11 月 24 日（		土） 		３月		７日（		木）
		６月 20 日（		水） 		８月		７日（		火） 		９月		８日（		土） 				10 月 17 日（		水） 	12 月		８日（		土） 		３月		９日（		土）
		６月 22 日（		金） 		８月		９日（		木） 		９月 19 日（		水） 				10 月 19 日（		金） 				12 月 19 日（		水）
		７月		３日（		火） 		８月 11 日（		土） 		９月 21 日（		金） 	11 月		１日（		木） 				12 月 21 日（		金）
		７月		５日（		木） 		８月 20 日（		月） 		９月 24 日（		月） 				11 月 12 日（		月） 		１月 21 日（		月）

各日１人で、合計 45 人
南風病院（日程）
月  日 時  間

		６月		７日（		木） 		６月 27 日（		水） 		７月 20 日（		金） 		８月		８日（		水） 		９月		３日（		月）
10	:	40 ～		６月 12 日（		火） 		７月		２日（		月） 		７月 24 日（		火） 		８月 17 日（		金） 		９月 13 日（		木）

		６月 18 日（		月） 		７月 11 日（		水） 		８月		３日（		金） 		８月 22 日（		水） 		９月 19 日（		水）
各日１人で、合計 15 人

　PET または PET ／ CT全身撮影、CT撮影（胸部～腹部）、超音波検査（腹部エコー）、採血（腫瘍マーカー・
血糖・ピロリ菌・胃炎）、検尿（潜血）、検便（潜血）、診察・検査結果説明※胃カメラ・腹部MRI 等（※は、
総合コース）

PET がんドック 医療機関、日程及び助成人数

PET がんドック受診内容（PET コース・PET ／ CT コース・総合）

☆後期高齢者医療保険加入者（75 歳以上）への助成を開始します！（先着 10 人）
☆ PET がんドックに新たに南風病院（鹿児島市）が加わりました！

お早めに
申し込みください
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行政からのお知らせ

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１０６０

● 光化学オキシダントの発生メカニズム

● 光化学オキシダント注意報発令時の注意点

● 光化学オキシダント注意報などの発令基準

● 光化学オキシダントが高濃度になりやすい時期や気象条件

　　工場や自動車から排出される窒素酸化物などが、紫外線により光化学反応を起こし生成される酸
　化物質で、ほとんどがオゾンです。光化学オキシダント濃度が高くなると、目やのど等に刺激や痛
　みを感じることがあります。

　　光化学オキシダントは、春季や秋季の日差しが強く、気温が高い（概ね 24℃以上）風の弱い日に、
　高濃度になりやすい傾向にあります。発生しやすい時期は５月～９月です。

　①ラジオ、テレビ等の報道に注意してください。
　②屋外での過激な運動、自動車の使用や外出は控えてください。
　③目やのどに刺激を感じるときは、水道水等で洗眼やうがいを行ってください。また症状に応じて
　　医療機関で受診してください。
　なお、被害を受けた人は、県保健所または市役所まで連絡をお願いします。

※光化学オキシダント濃度かつ気象条件からみて当該大気汚染の状態が継続すると認められるとき。

警　報注意報 濃度が 0.12ppm以上 濃度が 0.4ppm以上

光化学オキシダント　　　 注意報発令に注意（　　  ）光化学
スモッグ 

　自治会の公民館内に設置している受信機（市の貸与
分）を更新しました。これは、今まで設置していた受
信機は製造中止で、万一故障しても部品がないことか
ら新しい受信機と交換しました。なお、更新した自治
会は次のとおりです。
　下市山・上市山・東市山・花北・重留西・重留東・
田中上・田中中・重留南・楠本・新拓・新川・徳辺上・
山田・小原松山・下手下 ･下手上・下名・本町 ･前目
麓・前目 ･共進・築地・下荒田・荒田・比良・本城麓・
瓜之峰・町舟津田上・町船津田下・荒瀬・島内・青木
元・岩坪・楠原・柳野・永池・小川添・湯之元

農村情報連絡施設 の 受信機 を 更新！菱刈地区の皆さまへ

問い合わせ先　市地域総務課総務振興係　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　２１６０

　伊佐市議会第１回定例会に
おいて、「伊佐市立学校設置
条例の一部を改正する条例」
が可決されました。
　内容は次のとおりです。 問い合わせ先　市教育委員会総務課総務係　☎�１３１１○内　　２２６２

平成 27年３月 31日閉校 平成 27年４月１日開校

大口中央中学校
（現大口中学校校舎）

大口中学校
山野中学校
大口南中学校

伊佐市立中学校再編成について

　各自治会の公民館に設置している無線
機は、地震等で落下する恐れがあります
ので、必ず固定してください。
　また、無線機の上に物を置かないよう
にお願いします。
　更新した受信機の電池は年１回交換し
てください。電池が切れかかると受信機
の赤ランプが点滅したり、各戸の無線放
送が終了したあと「ピーピー」という音
が鳴り、電池切れをお知らせします。

自治会長さんへお願い

※　24年度に無線機へ切り替える自治会については、受信機
　を随時更新します。
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補助金制度を

ご利用ください

環境に関する補助金制度について

※単独浄化槽から切替え、それを撤去する場合、別途最大 9万円の補助

人槽 基準額 上乗せ補助額 合計補助金額
	５人槽 					332,000 円 					100,000 円 					432,000 円
	７人槽 					414,000 円 					100,000 円 					514,000 円
10 人槽 					548,000 円 					100,000 円 					648,000 円

合併処理浄化槽設置補助

太陽光発電システム設置補助

生ごみ処理機購入補助

粗大ごみ収集活動補助

廃品回収補助

補助対象者　　生活排水による河川等の水質汚濁を防止するため、農業集落排水事業の処理対象区域
　　　　　　を除く個人の専用住宅に合併処理浄化槽を設置する人（新築及び単独浄化槽または汲み
　　　　　　取り式から合併処理浄化槽へ切り替えをする人）。なお、市内に事業所を置いている業
　　　　　　者が施工したものに限り 10 万円の上乗せ補助を実施しています。
補助金の額

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１０６０

補助対象者　次の全ての用件を満たし、市税を滞納していない人
　　　　　　①自ら居住する市内の既存住宅及び新築住宅に、太陽光発電普及拡大センター（以下
　　　　　　　J-PEC という）が実施する「住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金」の対象となる
　　　　　　　太陽光発電システムを設置する人または当該発電システムを設置済の建売住宅を購入
　　　　　　　する人
　　　　　　② J-PEC から太陽光発電システム設置補助金の決定通知を受けた人
　　　　　　③市内に事業所を有し、地元従業員を雇用している施工業者を利用して設置する人
補助金の額　太陽電池モジュールの公称最大出力１kwあたり４万円
　　　　　　　限度額 15 万９千円（4kw未満）。1,000 円未満の端数が生じたときは切り捨てた額に
　　　　　　なります。
　　　　　　※予算を超える場合など、補助金を交付することができないこともあります。

補助対象者　　資源の再利用またはごみの減量化を目的とした廃品回収を行った団体（ＰＴＡ、子供
　　　　　　会、スポーツ少年団、女性会、高齢者クラブ等）
　　　　　　※補助金の交付を受けようとする団体は、あらかじめ廃品回収
　　　　　　　補助金交付団体登録申請が必要です。
補助金の額　古紙　　　１kg 当たり　５円
　　　　　　古布　　　１kg 当たり　３円
　　　　　　有価びん　１本		当たり　１円
　　　　　　金属類　　１kg 当たり　２円

補助対象者　市内に居住し、電動生ごみ処理機または堆肥化容器（コンポスト）を購入する人
補助金の額　○購入金額４万円未満のもの　２分の１補助
　　　　　　　（ただし、2分の 1を乗じて得た額に 100 円未満の端数が生じたときは切り捨てた額
　　　　　　　になります。）
　　　　　　○購入金額４万円以上のもの　２万円補助

補助対象者　市内の自治会または校区コミュニティ協議会
　　　　　　（一般家庭から排出される粗大ごみの収集活動を地域で行った場合）
補助金の額　　伊佐北姶良環境管理組合または大口リサイクルプラザで支払った粗大ごみ処理手数料
　　　　　　の額



ISA City Public Relations  2012.05.01　　10

行政からのお知らせ

最先端のがん治療「粒子線治療」
　メディポリス指宿（指宿市）の「がん粒子線治療研究センター」では、2011 年４月から本稼働し、
200 人を超える人の治療を行ってきました。「粒子線治療」は、放射線治療のひとつで、がん病巣に
ピンポイントに照射することができるため、副作
用を最小限に抑えることができます。そのため、
普段と変わらない生活をしながら治療を受けるこ
とができます。　

　粒子線治療にかかる費用は、公的医療保険の
対象外のため、全額自己負担となります。県で
は、2011 年４月から、当センターで粒子線治
療を受ける患者やその家族等が治療費を金融機
関から借り受けた場合に、利子の一部を助成す
る制度が創設されました。
対 象 者　患者（鹿児島県民）または家族など
対象借入金　借入金のうち粒子線治療相当分
利子補給率　６％以内
利子補給期間　５年以内
そ の 他　所得制限などあり
　申請に必要な資料などは、県ホームページか
らのダウンロード（http://www.medipolis-ptrc.
org/）及び各地域振興局で入手できます。

利子補助制度の開始

問い合わせ先　
㈶メディポリス医学研究財団
がん粒子線治療研究センター

☎０９９３・２３・５１８８
患者さん相談窓口　　　　　

☎０９９３・２４・３４５６

仕事を
続けながら
治療ができます

日常生活への
復帰が早期に
実現できます

通院での
治療ができます

治療は１日 30分程度
高齢の人にも
優しい治療法です

痛みがなく、副作用も
少ないため

余暇を楽しめます

少年サッカー
１位　星峯サッカースポーツ少
　　　年団（鹿児島市）
２位　溝辺サッカースポーツ少
　　　年団（霧島市）

少年ソフトボール
１位　牛尾ソフトボールスポー
　　　ツ少年団（伊佐市）
２位　野田ソフトボールスポー
　　　ツ少年団（出水市）

バドミントン
団体Ａ級
１位　大口クラブＡ（伊佐市）
２位　水俣クラブＡ（水俣市）
団体Ｂ級
１位　KISHO連合（出水市）
２位　大口クラブＣ（伊佐市）

桜まつりスポーツ大会結果

少年野球
１位　青葉ベースボールクラブ
　　　（霧島市）
２位　人吉市少年野球クラブ　
　　　（人吉市）

剣道
小学校の部
１位　伊集院剣心館Ａ（日置市）
２位　牧之原剣道スポーツ少年
　　　団（霧島市）
中学校男子の部
１位　吉野剣道スポーツ少年団
　　　（鹿児島市）
２位　伊集院剣心館Ａ（日置市）
中学校女子の部
１位　栗野中学校Ａ（湧水町）
２位　武剣道スポーツ少年団　
　　　（鹿児島市）

グラウンド・ゴルフ
１位　鴨池支部（鹿児島市）
２位　長島町東川床クラブ
　　　（長島町）

ゲートボール
１位　横川⑵チーム（霧島市）
２位　仲間チーム（湧水町）

パークゴルフ
男性の部
１位　大川政行（伊佐市）
２位　釜田勝良（伊佐市）
女性の部
１位　新福孝子（霧島市）
２位　諌元シヅ子（伊佐市）

粒子線
治療
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市民の生命と財産を守る

拾ってつなぐバレー

　県地区選抜小学生女子バレーボール「菜の
花大会」で、伊佐代表“プリメイロ ISA”が
準優勝しました。おめでとうございます。

　４月 15 日、今年新たに消防団に入団した
方々を対象に消防団員初任者研修が行われま
した。消防組織法や規則など研修を受けた後、
消防本部で整列や行進、ホースの使い方など
実技訓練を受けました。参加した団員は真剣
に訓練をこなし、市民の生命を守る使命感に
燃えているようでした。
　今回の新入団員は次の方々です。（敬称略）
　　溝口　典博　（水ノ手班）
　　金丸　　優　（諏訪班）
　　岩元　裕二　（諏訪班）
　　西　　博文　（篠原班）
　　岡本　　功　（篠原班）
　　西　　弘悦　（篠原班）
　　上之原　剛　（篠原班）
　　丸山　芳夫　（篠原班）
　　森下飛雄馬　（郡山班）
　　中村健太郎　（尾之上班）
　　福元　千晴　（尾之上班）
　　帆北裕次郎　（山野自動車班）
　　丸山　泰和　（小木原班）
　　長野　隆史　（白木班）
　　上野　佑太　（崎山班）
　　川﨑　哲孝　（土瀬戸班）
　　寒川　隆視　（馬場班）
　　松下　寛隆　（本城分団）
　　大塚　哲男　（徳辺分団）

中学１年生に反射タスキ贈呈

　新年度初め、「新入学事故防止キャンペー
ン」と題し、市立中学３校の新１年生 176 人
に、夜行反射タスキが贈られました。
　これは伊佐警察署と交通安全協会が企画し
たもので、計画に賛同される水間病院のご協
力により実現しました。
　タスキを受け取った生徒は、「タスキをか
けて事故の無いように登下校します。」とお礼
を述べました。
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ボランティア作業

　次の皆さんが、ボランティア作業を行って
くださいました。
○シルバー人材センター
　　大口小学校区及び本城・南永校区のロー
　ドミラー 282 本の清掃
○曽木児童クラブ
　曽木の滝公園ごみ拾い
　地域の美化活動にご協力ありがとうござい
ました。

　第３回ラグビー ALL 鹿児島の高校選抜オ
ーストラリア遠征メンバーに選ばれた大口高
校ラグビー部員６人とスタッフとして参加し
た同校の上村洋介教諭が４月５日、市長を表
敬訪問しました。
　遠征は、鹿児島市と姉妹都市盟約を結んで
いるオーストラリアのパースで、３月 29 日
から１週間行われました。６人は現地での様
子を、「プロの指導をはじめ現地高校生との
試合、本場のスーパーラグビーの試合見学な
ど充実した日々を過ごした」と話しました。
（当時の学年・自治会等）
岩元光輝（２年・湧水町）　原田直人（２年・大島南）
松元和来（１年・髙津原）　栗巢礼二（２年・平出水中央）
川畑堅太（１年・駅前）　　上園優成（２年・八代）

「ラグビー ALL 鹿児島」

      北薩病院の診療体制が��

 地方の医師不足の影響から，伊佐の中核的医療機関として市民の皆さんの急性期医

療を支えてきた県立北薩病院も，昨年はピーク時１９名だった常勤医師数が１０名に

まで減少していましたが、４月１日から医師が増員され，次のような新たな診療科目等

にも対応できることになりました。

  もの忘れ・認知症外来の開設（神経内科医師の増員）

      リウマチ・膠原病への対応 （常勤のリウマチ専門医着任）

      外科の体制強化            （常勤医師２名に増員）

北薩病院の診療体制が充実

　伊佐の中核的医療機関として地域医療を支
えてきた県立北薩病院も、地方の医師不足の
影響から、昨年 19 人だった常勤医師数が 10
人にまで減少していましたが、４月１日から
増員され、次のように新たな診療科目等にも
対応できることになりました。
○もの忘れ・認知症外来の開設
　（神経内科医師の増員）
○リウマチ・膠原病への対応　
　（常勤のリウマチ専門医着任）
○外科の体制強化（常勤医師２人に増員）

災害支援協定

　大規模な災害が発生した場合、市及び防災
関係機関のみの対応では、住民の生命・財産
の保護活動等に十分な対応ができないことも
考えられます。そこで市は、迅速かつ広域的
な応援体制を構築するため、湧水町をはじめ
県境を越えた人吉・えびの市と「災害時等の
相互応援に関する協定書」に調印しました。
　有事が起こった場合、必要な資機材の提供
をはじめ職員派遣やボランティアの斡旋、被
災者への住宅提供など 10 項目以上の応援体
制が整いました。
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針持ニコニコ手づくり端午の節句
日　時　５月 1日～ 30 日（月・水・金）
　　　　９時～ 15 時
場　所　針持青少年センター

問い合わせ先　
針持校区コミュニティ協議会
☎�２６６２（月・水・金に限る）

●　イベント情報などは、各校区のコミュニティ
　協議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日
　締切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
※　内容や紙面の都合により、掲載できない場
　合もあります。

共生協働推進係からお知らせ

　〈校区振興計画〉
　昨年 11 月からはじまった「校区まち
づくり会議」は、今年８月まで各校区に
おいて２回ずつ開催されます。
　そこでは、昨年度までに話し合われた
内容をもとに５年後、10 年後の将来は
どんな地域でありたいか、そして今後何
をすればいいのか、具体的な取組みにつ
いて検討されます。
　具体的な取組みには、新たなイベント
実施や、既存の活動をより効果的にした
り、校区や組織内の仕組みを変えること
も必要になりそうです。
　これからの「校区まちづくり会議」は、
校区の将来についてますます重要な会議
になります。
　自分の地域の将来像について、多くの
市民が関り、計画を進めていくことが大
切になります。

コミュニティ通信

たくさんの
手づくり飾りが

ありますよ♪
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　
男
女
共
同
参
画
と
聞
い
た
と
き
、
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　「
そ
れ
は
女
性
の
た
め
の
も
の
、
男

性
に
は
関
係
の
な
い
も
の
」
と
感
じ
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

男
性
に
と
っ
て
も
重
要
で
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
今
ま
で
こ
ん
な
経
験
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
食
事
の
買
い
物
に
行
き
た
い
が
、
周

　
り
の
目
が
気
に
な
る
。

○「
男
は
弱
音
を
吐
く
も
の
で
は
な
い
」

　
と
思
い
、
悩
み
事
を
相
談
で
き
ず
に

　
い
た
。

　「
男
性
だ
か
ら
」
と
い
う
意
識
が
、
重

荷
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
等
の
よ

う
に
性
別
を
理
由
と
し
て
役
割
を
固
定

的
に
分
け
る
考
え
方
の
こ
と
を
「
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
と
い
い
ま
す
。

女
性
が「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」

に
よ
っ
て
社
会
進
出
を
阻
ま
れ
て
き
た

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性
も
、

「
男
は
仕
事
」、「
男
は
強
く
な
け
れ
ば

黄
色
い
リ
ボ
ン
41

な
ら
な
い
」
な
ど
、
性
別
に
よ
る
役
割

の
固
定
化
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
性
だ
か

ら
、
女
性
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
男
性
自
身
が
思
う
男
性
に
関
す
る

「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
を
解

消
で
き
れ
ば
、
男
性
が
今
よ
り
も
っ
と

暮
ら
し
や
す
く
な
る
社
会
を
築
い
て
い

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
で
悩
ま
ず

　
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
５
月
９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
市
で
は
、
市
地
域
振
興
課
内
（
大
口

庁
舎
）
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
内
容

が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
と
は

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、

消
費
者
に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、

苦
情
処
理
の
た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん

（
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
者
と
事
業

者
の
間
に
入
っ
て
交
渉
す
る
こ
と
）
を

行
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
専

門
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
ご
相
談
︵
例
︶

○
訪
問
販
売
で
健
康
食
品
の
購
入
を
契

　
約
し
た
が
、
解
約
し
た
い

○
海
外
宝
く
じ
や
賞
金
に
当
選
し
た
と

　
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
く

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
つ
い
て

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
は
ど

　
う
す
れ
ば
よ
い
か

相
談
の
方
法

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
の
相
談
は
来

訪
で
も
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

「
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
」

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
ご
案
内

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

来
訪
さ
れ
る
と
き
は
事
前
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
日
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
名
、
価
格
、
購
入
先
、
契

約
の
き
っ
か
け
や
そ
の
後
の
状
況
な
ど

を
メ
モ
し
て
お
く
と
相
談
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
す
。
契
約
関
係
の
書
類
も
で

き
る
だ
け
そ
ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
の
受
付
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
（
消
費
生
活
相
談
員

の
相
談
は
10
時
か
ら
17
時
ま
で
）
で
す
。

そ
の
他
の
相
談
窓
口

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
３
７
０



こ
れ
か
ら
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

続
け
て
い
き
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

～ 体験談 ～

「特定保健指導」

が
、
長
く
も
感
じ
、
特
に
夏
場

の
暑
い
時
期
は
、
止
め
よ
う
か

な
と
思
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
参
加
し
て
い
る
仲

間
に
会
え
る
楽
し
さ
、
一
緒
に

で
き
る
楽
し
さ
、
ス
タ
ッ
フ
の

一
生
懸
命
な
姿
を
み
て
、
最
後

ま
で
欠
席
せ
ず
に
参
加
で
き
ま

し
た
。
結
果
的
に
は
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　
腹
囲
が 

４
cm
減
り
、
血
圧
・

空
腹
時
血
糖
値
・
肝
機
能
が
改

善
さ
れ
た
山
口
さ
ん
で
す
が
、

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

た
か
？

　「
ほ
ぼ
毎
日
1
時
間
く
ら
い

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
ま
し

た
。
ま
た
、
食
生
活
で
は
、
野

菜
中
心
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
と
、
間
食
を
ほ
と
ん
ど

摂
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー

ル
は
1
か
月
近
く

禁
酒
し
た
ら
、
肝

機
能
の
数
値
が
ぐ
っ

と
下
が
り
ま
し
た
。」

　
皆
さ
ん
、
４
月
に
行
わ
れ
た

特
定
健
診
の
結
果
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
昨
年
の
健
診
後
、

　
　
　
　
特
定
保
健
指
導
を
継

　
　
　
　
続
し
て
受
け
ら
れ
た

　
　
　
　
山
口
さ
ん
を
ご
紹
介

　
　
　
　
し
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ら
れ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
　
　

　「
健
診
の
結
果
、
お
腹
周
り

が
ぎ
り
ぎ
り
で
ひ
っ
か
か
り
、

加
え
て
他
に
も
い
く
つ
か
改
善

項
目
が
あ
り
、
指
導
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

　
市
が
用
意
し
た
３
つ
の
指
導

コ
ー
ス
の
中
か
ら
運
動
教
室
を

選
ば
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　「
や
は
り
健
康
維
持
に
は
運

動
が
大
事
だ
と
思
っ
た
の
で
、

運
動
教
室
を
選
び
ま
し
た
。」

　
参
加
さ
れ
て
み
て
、
い
か
が

で
し
た
か
？

　「
教
室
は
６
か
月
間
で
し
た

　
奥
様
の
ご
協
力
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

　「
教
室
の
中
で
あ
っ
た
栄
養
指
導
の
試
食
に
妻
も
一
緒
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
普
段
の
食
事
作
り
で
協
力
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。」

　
教
室
が
終
了
し
た
後
、
継
続
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
３
食
食
べ
る
・
野
菜
を
で
き
る
だ
け
食
べ
る
・
塩
分
を

ひ
か
え
る
こ
と
で
す
か
ね
。
醤
油
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に
酢
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
酢
で
も
結
構
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す
。

運
動
は
、
寒
い
時
期
に
な
り
、
段
々
と
休
み
が
ち
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
良
い
季
節
に
な
る
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
度
は
、（
特
定
保
健
指
導
に
）
呼
ば
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。（
笑
顔
）」

　　
健
診
を
受
け
た
ら
、
そ
の
後
が
大
切
で
す
。

　
特
定
健
診
で
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ

た
人
に
は
、
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師
な
ど
が
「
特
定

保
健
指
導
」
で
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山口茂男さん
（重留東・68歳）

vegetables
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

レ シ ピ
か
か
ら
ん
団
子

かからん団子と
つの巻き

　
≪かからん団子≫
①　よもぎは洗って重
　層 0.3％を入れた湯
　で茹でてすりつぶし、
　Ａを入れてよく混ぜ
　合わせる。
②　①をかからん葉に
　包み、蒸し器で 20 ～
　30 分蒸す。

　
≪つの巻き≫
①　餅米を洗い、灰汁１
　升に一晩つけておく。
②　ざるに上げて水気を
　きる。
③　ダクチの葉で包む。
④　鍋にひたひたの水を
　入れ、２時間ほど煮る。
　（圧力鍋ならば 20 ～ 30 分）

〈作り方〉

〈材　料〉
≪かからん団子≫
よもぎ　　　400 ｇ
　　上餅粉　500 ｇ
　　黒砂糖　500 ｇ
　　水　　　適量
かからん葉　適量

｢ 端午の節句にいただく郷土のお菓子」

≪つの巻き≫
餅米　　１升
灰汁　　１升
ダチク（暖竹）の葉　70 枚Ａ｛

生
Vol.19

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
今
月
か
ら
一
年
間
、
宮
城
県

南
三
陸
町
の
近
況
や
復
興
状
況

な
ど
を
、
私
と
も
う
一
人
の
派

遣
職
員
が
交
替
で
お
伝
え
し
ま

す
。

　
私
が
配
属
さ
れ
た
復
興
政
策

係
は
、
係
長
を
は
じ
め
派
遣
職

員
４
人
と
新
規
採
用
１
人
で
、

主
に
復
興
計
画
や
復
興
交
付
金

に
関
す
る
各
事
業
の
調
整
や
進

行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
環
境
、
職
場
環
境
、
町

の
知
識
、
東
北
弁
、
前
例
の
な

い
仕
事
内
容
な
ど
、
戸
惑
う
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
一
刻
も
早

く
適
応
し
て
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
南
三
陸
町
は
、
県
北
の
岩
手

県
寄
り
に
位
置
し
、
震
災
前
は

人
口
１
７
、６
６
６
人
（
平
成

23
年
２
月
）
で
、
三
陸
海
岸
の

豊
富
な
資
源
を
活
か
し
、
ア
ワ

ビ
や
カ
キ
、
マ
ダ
コ
な
ど
の
水

産
業
と
、
金
華
山
国
定
公
園
な

ど
風
光
明
媚
な
観
光
地
と
し
て

栄
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
震
災
後
は
、
人
口
１
５
、４
１

９
人
（
平
成
24
年
２
月
）
と
な

り
、
が
れ
き
収
集
や
仮
設
住
宅

の
建
設
、
役
場
な
ど
の
公
共
機

能
や
電
力
・
水
道
の
復
旧
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
「
復
旧
作
業
」
に

続
き
、こ
れ
か
ら
本
格
的
な「
復

興
」
が
始
ま
る
の
で
す
。
現
在
、

仮
設
の
商
店
街
・
役
場
・
診
療

所
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
生
育
の

早
い
ワ
カ
メ
の
養
殖
な
ど
も
始

ま
る
な
ど
復
興
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
か
ら
集
っ
た
42
人
の
派

遣
職
員
を
加
え
た
辞
令
交
付
式

で
は
、「
立
ち
止
ま
る
余
裕
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
理
由
を

見
つ
け
出
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
物
事
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
町
長
の
あ
い
さ
つ

が
印
象
的
で
し
た
。
　（
小
倉
）

Vol. １

　

志津川中学校から見た志津川中心街

　



17　　広報いさ  2012.05.01

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
星に願いを、月に祈りを　

中村航　（出版：小学館）
　学童キャンプでラジオから流れる謎の深夜放
送を聞いたアキオたち。中学に入ったアキオは、
放送部員の先輩を好きになるが告白できないま
ま高校へ。そして、再び謎のラジオ番組を聞き
…。　　　　　　　　（新刊全点案内より引用）

【５月の休館日】
５月				１日（月）			・				７日（月）・14 日（月）
　　21 日（月）・28 日（月）

【　児　童　】
ねんどろん 荒井良二
かっぱのこいのぼり 山本孝
くまの木をさがしに 佐々木マキ
ガリバーの冒険 安野光雅

【　一　般　】
朱鳥の陵 坂東槇砂子
結婚 井上荒野
言語小説集 井上ひさし
三匹のおっさんふたたび 有川浩

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　５月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど【図書館へ献本】

水間良裕さん　　（鹿児島市）
妹尾勝義さん　　（笠松）　
永山保雄さん　　（尾之上）
水谷寿々子さん　（浜里）
北園とよ子さん　（金波田下）

図書館ボランティア「ぎんなん」から会員募集
　読書活動推進の一環として、市立図書館といっしょに、
絵本や紙芝居など読み聞かせ活動を実施しています。
申込・問い合わせ先　大口図書館　　　　　☎�０４１７

【雑誌リサイクルのお知らせ】
　保存期限の過ぎた雑誌（週刊・月刊誌）をさしあげます。
数に限りがあるため、一人 4冊までとします。
期　間　５月５日（土）～ 12 日（土）
場　所　菱刈図書館
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伊佐市からのお知らせ

日
　
　
時
　
５
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

参
加
料
　
無
料

　
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
�
６
３
２
０

　
菱
刈
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

勤
務
内
容
　
食
品
加
工
の
指
導
・
助
言

お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
者
を
除
く
人
を
対

象
に
、「
介
護
予
防
の
た
め
の
質
問
票
（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）」
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
分
の
心
や
体
に
衰
え
は
な
い

か
、
介
護
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い
か
確
認

す
る
も
の
で
す
。

返
信
方
法

○
同
封
し
て
あ
る
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

返
信
期
限
　
5
月
15
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

「
介
護
予
防
の
た
め
の
質
問
票
」
は

届
き
ま
し
た
か
？

菱
刈
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員

募
集

　
楽
し
く
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
ど

も
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
遊
び
に
き
て

く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
５
月
20
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

場
　
　
所
　
伊
佐
市
総
合
体
育
館
・
武
道
館

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
大
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ピ
ナ

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
０
８
０

第
２
回
　
伊
佐
こ
ど
も
ま
つ
り

湯
之
尾
滝
こ
い
の
ぼ
り

　
就
農
に
必
要
な
農
業
技
術
や
経
営
手
法
を

習
得
し
た
い
人
と
受
け
入
れ
農
家
を
募
集
し

ま
す
。
受
け
入
れ
農
家
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

研
修
生
資
格

　
18
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
研
修
終
了
後
に

市
内
に
お
い
て
就
農
し
、
５
年
以
上
農
業
に

従
事
す
る
意
思
の
あ
る
人

受
け
入
れ
農
家
資
格

　
市
の
農
政
全
般
に
協
力
す
る
人
で
、
農
畜

産
物
の
生
産
や
加
工
販
売
等
の
業
務
に
、
市

が
定
め
た
期
間
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な

人申
請
手
続

　
市
農
政
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
請
書
を

５
月
15
日
（
火
）
17
時
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
振
興
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
３

農
業
研
修
生
と
受
け
入
れ
農
家
募
集

募
　
　
集

第
28
回
　
伊
佐
レ
ク
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
湯
之
尾
滝
の
青
空
に
約
３
０
０
匹
の
こ
い

勤
務
日
数
　
月
10
日
程
度

　
　
　
　
　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

賃
　
　
金
　
月
額
　
５
８
、
５
０
０
円

募
集
人
員
　
１
人

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
人

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
５
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
市

農
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　

市
農
政
課
農
政
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
７

の
ぼ
り
が
雄
々
と
５
月
13
日
頃
ま
で
泳
い
で

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
新
た
に
、
こ
い
の
ぼ
り
を
寄
贈
し
て

く
だ
さ
っ
た
12
人
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
西
牟
田
義
美
さ
ん
（
下
之
馬
場
）

　
原
定
さ
ん
（
松
木
原
）

　
山
中
健
二
郎
さ
ん
（
上
ノ
馬
場
上
）

　
水
橋
登
さ
ん
（
下
青
木
）

　
上
原
德
吉
さ
ん
（
桜
馬
場
）

　
竹
内
成
子
さ
ん
（
猶
原
）

　
西
卓
朗
さ
ん
（
川
北
麓
中
）

　
竹
本
茂
さ
ん
（
上
之
馬
場
）

　
下
村
ト
モ
子
さ
ん
（
青
木
元
）

　
上
田
次
郎
さ
ん
（
木
ノ
氏
）

　
上
田
城
久
朗
さ
ん
（
木
ノ
氏
）

　
増
山
四
男
さ
ん
（
重
留
西
）

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

�
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

�
１
３
０
７

タケシタの家造り 検索

広告

提携銀行（鹿銀・南銀・JA）の場合、金利がお得に。

長期優良住宅・フラット 35・35S も可能

HP http://takeshitanoie.jp mail：ytake@takeshitanoie.jp
住所 : 伊佐市大口小木原 899 TEL 0995-22-0425
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誕
　
生

 

（
３
月
１
日
～
３
月
30
日
受
付
分
）

沖
田
　
颯そ
う
す
け輔
（
孝
輔
・
陣
之
尾
）

木
村
　
麻ま
さ
と聖
（
竜
浩
・
西
原
）

久
保
田
　
望の

あ逢
（
秀
昭
・
重
留
西
）

志
戸
　
優ゆ

り

か
里
花
（
慎
司
・
元
町
団
地
）

杉
山
　
美み

よ世
（
省
二
・
向
江
）

竪
山
　
一い
ち
ご護
（
正
人
・
千
束
松
）

田
上
　
晋し
ん
さ
く作
（
秀
樹
・
下
手
風
呂
元
）

冨
田
　
凌り

お央
（
和
喜
・
大
田
）

中
村
　
星せ
い
き來
（
辰
生
・
前
目
下
）

永
井
　
結ゆ

あ愛
（
力
・
陣
之
尾
）

波
多
野
　
桜お
う
だ
い大
（
広
志
・
下
元
町
）

前
田
　
朝あ
さ
ひ陽
（
祐
太
・
薬
師
）

宮
園
　
心み

ゆ結
（
典
秀
・
郡
山
）

宮
ノ
原
　
菜な

な

こ
々
子
（
大
・
宮
人
）

森
　
瑛え
い
た太
（
英
樹
・
花
北
上
）

薮
　
駿
し
ゅ
ん
せ
い成
（
英
伸
・
永
尾
）

薮
野
　
愛め

い依
（
優
樹
・
重
留
西
第
１
住
宅
）

中
間
　
星せ

な那
（
晃
・
重
留
西
）

（
３
月
１
日
～
３
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

今
村
　
重
満
　
　
　
74
　（
東
元
町
）

新
内
　
正
義
　
　
　
89
　（
戸
切
）

橋
ノ
口
　
良
二
　
　
30
　（
陣
之
尾
）

濱
田
　
サ
ナ
　
　
　
86
　（
里
町
）

馬
場
　
親
男
　
　
　
94
　（
松
ノ
口
）

吉
加
江
　
克
子
　
　
76
　（
舟
ノ
川
）

山
野
地
区

木
地
山
　
フ
ヂ
エ
　
91
　（
向
江
）

木
原
　
政
豊
　
　
　
82
　（
平
出
水
上
）

下
田
　
　
子
　
　
　
87
　（
下
之
馬
場
）

中
野
　
照
子
　
　
　
89
　（
尾
之
上
）

羽
月
地
区

安
楽
　
イ
コ
　
　
　
87
　（
宮
人
）

鵜
木
　
一
美
　
　
　
86
　（
下
殿
）

加
治
屋
　
洋
　
　
　
58
　（
鳥
巣
上
）

白
坂
　
タ
ケ
ノ
　
　
98
　（
川
岩
瀬
）

武
　
ナ
ツ
エ
　
　
　
76
　（
萩
谷
）

堂
園
　
利
治
　
　
　
81
　（
金
波
田
下
）

野
平
　
秋
義
　
　
　
88
　（
馬
渡
）

西
太
良
地
区

木
下
　
ミ
ツ
子
　
　
88
　（
針
牟
田
）

菱
刈
地
区

内
倉
　
ト
シ
子
　
　
75
　（
田
中
上
）

内
園
　
敏
　
　
　
　
74
　（
青
木
元
）

榎
園
　
馨
　
　
　
　
91
　（
下
名
）

柏
原
　
一
郎
　
　
　
91
　（
岩
坪
）

北
里
　
イ
マ
　
　
　
86
　（
青
木
元
）

栗
脇
　
ミ
エ
　
　
　
91
　（
重
留
東
）

木
場
　
純
一
　
　
　
79
　（
下
名
）

未
山
　
正
義
　
　
　
85
　（
楠
原
下
）

春
口
　
サ
ト
　
　
　
92
　（
前
目
下
）

山
下
　
一
春
　
　
　
61
　（
共
進
）

横
手
　
和
則
　
　
　
57
　（
共
進
）

吉
井
　
ス
ミ
　
　
　
93
　（
前
目
下
）

吉
元
　
清
光
　
　
　
93
　（
大
峰
）

　 ︻
今
月
の
表
紙
︼

　
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
新
１
年
生
。
ま
だ
ま
だ
通
学
に
慣
れ
て
い
な

い
よ
う
で
集
団
下
校
で
す
。
先
生
の
誘
導
で
交

通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
な
ど
を
覚
え
な
が
ら

保
護
者
が
待
つ
所
ま
で･･･

。
ド
ラ
イ
バ
ー
も

ゆ
っ
く
り
走
行
し
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
、
市
内
の
小
学
校
に
入
学
し
た
新
１
年

生
は
、
２
１
５
人
で
す
。

※
団
体
の
み

I,s

マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
金

訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
４
月
15
日
号
２
頁

の
＂
中
小
企
業
の
「
事
業
再
生
」
を
応
援
し

ま
す
＂
で
、
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話

番
号
を
誤
っ
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
正
し

く
は
、
☎
０
９
９
・
８
０
５
・
０
２
６
８
で
す
。

　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

☎22-0０８０ 

月・水コース 火・木コース 
お問い合わせは 

エス・テー・ラボ  株式 
会社 

ご自宅まで出張致します！ 

夜間コース 

初心者向け 

接続･設定･使い方 

教室 

広告

新

所在地：伊佐市大口里137番地2(全10戸) 構造：W造平屋建て

ココココココココ

国道268号線

大
口

病
院

大
口

病
院

大
口

病
院

大
口

病
院

ファミリーファミリーファミリーファミリー

マートマートマートマート

立正立正立正立正

佼成会佼成会佼成会佼成会

ほっともっとほっともっとほっともっとほっともっと

大保・川添クリニック大保・川添クリニック大保・川添クリニック大保・川添クリニック

松
元

病
院

松
元

病
院

松
元

病
院

松
元

病
院

大
口

大
口

大
口

大
口

グ
リ
ー

ン
グ

リ
ー

ン
グ

リ
ー

ン
グ

リ
ー

ン

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル

さとさとさとさと薬局薬局薬局薬局

←水俣水俣水俣水俣 菱刈菱刈菱刈菱刈→

合同庁舎合同庁舎合同庁舎合同庁舎

鹿児島銀行鹿児島銀行鹿児島銀行鹿児島銀行

JA北さつま北さつま北さつま北さつま

築 戸 建 ●エアコン１台付●エアコン１台付●エアコン１台付●エアコン１台付 ●浴室暖房乾燥機●浴室暖房乾燥機●浴室暖房乾燥機●浴室暖房乾燥機

●●●●TVドアホンドアホンドアホンドアホン ●ウォシュレット付トイレ●ウォシュレット付トイレ●ウォシュレット付トイレ●ウォシュレット付トイレ

所在地：伊佐市大口里137番地2(全10戸) 構造：W造平屋建て

築年：平成24年3月 間取/面積：2DK(50.54㎡)/(48.73㎡)

入居日：即入居可 敷金：家賃の1ヶ月分

家賃：59,000円～63,000円※共益費・駐車場2台込 態様：仲介

☎：０９９５-２２-０５０６
㈲山下貢不動産

鹿児島県知事鹿児島県知事鹿児島県知事鹿児島県知事(3)第第第第4690号号号号

広告
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広
報

い
さ

　
Ｎ
ｏ
.83　

2012.05.01
■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
総
務
課
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

　
　
　
　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　
　
　
　
　
http://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

人口のうごき

H24. ４. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,350 人　  （－ 167）
　男　　13,590 人　  （－   72）
　女　　15,760 人　  （－     95）
世帯数　14,183 世帯  （－     27）

◆ ◆

　
奥
十
曽
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
を
ご
存
知
で
す
か
？

日
本
最
大
で
平
成
12
年
に
「
日
本
の
巨
樹
・
巨
木

百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
十
曽
か
ら
車
で
20
分

と
徒
歩
で
２
０
０
ｍ
、
周
囲
に
広
が
る
草
木
や
コ

ケ
の
神
秘
的
な
空
間
は＂
神
さ
ま
が
い
る
よ
う
な
＂

他
と
は
違
う
空
気
感
の
あ
る
場
所
で
す
。
悪
い
こ

と
は
し
て
い
な
い
の
に
、
思
わ
ず
「
す
み
ま
せ
ん
、

お
邪
魔
し
ま
す
。」
と
何
度
も
唱
え
て
し
ま
う
。

　
満
開
を
迎
え
た
４
月
２
日
、
一
人
は
初
め
て
で

し
た
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ポ
ケ
ッ
ト
に

チ
ョ
コ
を
し
の
ば
せ
緊
張
し
て
行
く
と
、
山
奥
な

の
に
数
人
の
見
物
客
。
ホ
ッ
と
し
た
反
面
、
市
の

職
員
と
わ
か
る
や
否
や
「
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
」

と
カ
メ
ラ
攻
め
。
聞
く
と
、
市
外
県
外
の
方
ば
か

り
で
す
。

　
地
元
の
人
は
こ
こ
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

青
木
に
あ
っ
た
大
ケ
ヤ
キ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
元
気
な
時
は
ひ
っ
そ
り
と
、
昨
年
８
月
の
倒

木
で
注
目
を
あ
び
、
多
く
の
見
物
客
を
よ
び
ま
し

た
が
、
悠
々
と
そ
び
え
る
姿
を
見
て
欲
し
か
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
十
曽
で
、
こ
ど
も
の
森
を
は
じ
め

キ
ャ
ン
プ
や
清
流
と
緑
を
楽
し
み
、
そ
し
て
雄
大

に
立
つ
森
の
巨
人
（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
）
に
会
い
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
春
休
み
、
わ
が
家
の
玄
関
に
中
学
校
入
学
の
ワ

ク
ワ
ク
の
か
わ
い
い
女
の
子
が
３
人
訪
問
。
う
れ

し
い
感
動
。
い
つ
も
家
の
前
を「
行
っ
て
き
ま
す
」、

帰
り
は
「
た
だ
い
ま
」
と
元
気
な
笑
顔
の
子
供
さ

ん
。「
ど
う
ぞ
お
あ
が
り
」、「
は
ー
い
」
と
お
客
様
。

何
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
と
伺
う
と
、
コ
ー
ヒ

ー
と
か
紅
茶
と
か
に
わ
か
コ
ー
ヒ
ー
店
に
早
変
わ

り
。
春
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
う
れ
し
い
一
日
に
あ

り
が
と
う
。
　
　
　
　（
本
城
　
太
良
姫
　
71
歳
）

　「
誕
生
日
お
め
！
」。
弟
か
ら
突
然
届
い
た
メ
ー

ル
の
略
語
（
若
者
言
葉
？
）
に
は
違
和
感
が
あ
っ

た
が
、
社
会
人
に
な
っ
た
今
、
ほ
と
ん
ど
言
わ
れ

な
く
な
っ
た
「
誕
生
日
お
め
（
で
と
う
）」
の
言

葉
を
怒
れ
る
は
ず
も
な
い
。

　
こ
こ
数
年
、
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と
も
な
く
、「
便

り
が
な
い
の
は
良
い
便
り
」
と
考
え
て
い
た
が
、

伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
嬉
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
年
度
は
じ
め
の
忙
し
さ
で
忘

れ
ら
れ
て
い
た
４
月
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
、
僕
か
ら

　
過
ご
し
や
す
い
毎
日
で
近
所
に
住
む
孫
た
ち
が
、

頻
繁
に
遊
び
に
来
ま
す
。
近
く
の
公
園
か
ら
戻
っ

た
孫
た
ち
の
手
に
お
菓
子
の
空
き
袋
が･･･

。「
誰

に
も
ら
っ
た
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
落
ち
て
た
か

ら
ひ
ろ
っ
て
き
た
」
と
無
垢
な
笑
顔
。
孫
の
立
派

な
成
長
に
、
心
洗
わ
れ
る
思
い
で
す
。

　（
曽
木
　
川
内
っ
子
　
62
歳
）

　
あ
い
さ
つ
す
る
声
が
き
こ
え
る
ま
ち
っ
て
い
い

で
す
ね
。
私
も
仲
間
に
い
れ
て
欲
し
い
で
す
。

　「
紅
茶
ひ
と
つ
、
い
た
だ
け
ま
す
か
。」
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　このコーナーでは、皆さ
んからの「こころ和む話題」
をお待ちしています。

【投稿について】
◆　字数 200 文字以内（文
　章は、必要に応じて添削
　する場合があります）
◆　住所・氏名・年齢・性
　別・電話番号・ペンネー
　ム（記入がない場合イニ
　シャルで掲載します）を
　記入の上、市広報係まで
　ご投稿ください
◆　投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆　締切は、毎月 10 日
※　営利目的や個人、団体
　を批判・中傷するような
　内容は掲載できません。
※　紙面の都合上、掲載で
　きないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】 			
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）
「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.le.jp

ま
と
め
て
「
お
誕
生
日
、
お
め
で
と
う
」。

（
大
口
　
ぶ
ん
す
か
　
27
歳
）




